
 
“神の指”と呼ばれた男 

                           グイノ・ジェラール神父 
 

ある町に“神の指”と呼ばれる男が住ん

でいました。この男はひょんなことから、

自分が特別な才能を持っていることに気

づいたのです。ある日、男の目の前で子ど

もが泣いていました。偶然、男の右手の人

さし指がほんの少し触れると、泣いてい

た子どもがすぐ笑うようになりました。

このことに驚いた男は、急いで家に戻り

ました。半信半疑で家に帰った男は、片っ

端から家の中のものを触りました。手で

掴むと何も変化しませんでしたが、右手

の人さし指で触れると、触れた物は全て

変化しました。家の中にあるものを触る

と、単に変化するだけでなく、男の意志に

従って、それらの物は金や銅、木や石など

の様々な物に変化したのです。ますます

驚いた男は、今度は家の外に出ました。自

然にあるものに対しても同じ変化が起き

るか実験しようと思ったのです。驚いた

ことに、男の人さし指は自然の中にある

物に触れても、遠くにある物を指で指し

ても自分の意志通りになりました。荒れ

地を美しい花畑にすることができたかと

思うと、反対に綺麗に咲いた花をあっと

いう間に枯らすこともできました。男は

毎日新しい体験を繰り返していきました。

その結果、自分の人さし指は物を増やす

ことも、岩から水を出すことも、人の病気

を癒すことも出来ることに気づきました。 

 男はよく考えた上、この特殊な才能を

皆の幸せのために使うことに決めました。

人々は奇跡を行う彼の不思議な力を見て

「この人は魔法使いだ」とか、「新しいメ

シアだ」とか、「この人は正に神の指だ」

などと言い始めました。そのため、いつし

か皆からこの男は“神の指”と呼ばれるよ

うになったのです。“神の指”の噂を聞い

た大勢の人々が、毎日遠くから次々とや

って来ました。それぞれに必要な恵みを

無償で受けました。なぜなら“神の指”は、

タダで授かった才能を人々の幸せのため、

無償で使いたかったからです。そんなあ

る日のこと、筋骨たくましく頑丈そうな

のになぜか寂しそうな暗い顔した若者が

やって来ました。若者は“神の指”に近寄

って、「助けてください」と懇願しました。

「何を望んでいるでしょうか。食べ物で

すか、お金ですか、あるいは体の回復です

か」。“神の指”はそう尋ねました。その若

者は「お前の人さし指が欲しい！」と答え

るや否や、“神の指”の手を掴み、持って

いた大きなナイフで右手の人さし指を切

り落とし、うばい取りました。「やった！

これがあれば、何でもできるぞ。自分の幸

せは自分で作るのだ…」と言って、若者は

逃げ去りました。若者は自分の家に戻り、

奇跡を起こすために奪い取った指を使い、

色々の物に触れてみました。ですが、何も

変化は起きませんでした。その上、指が触

れた物はみんなあっと言う間に消えてし
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まいました。奇跡が起こらないことに腹

をたてた若者はカンカンに怒りました。

「この役立たずの指め！」。若者は奪い取

って来た指を傍にあったゴミ箱に投げ捨

てたのです。 

 ちょうどその頃、右手の人さし指を失

った“神の指”は、手の痛みに耐えつつ、

あることを考えました。失った右手の代

わりに、左手の人さし指を使うことはで

きないかと考えたのです。不思議なこと

に左手でも右手と同じ奇跡を行なうこと

ができました。「“神の指”はもう奇跡がで

きないのではないか…」そう心配してい

た大勢の人々は喜んで彼のもとに訪れる

ようになりました。「今まで、あなたは右

手の指だけで奇跡を実現していたのに、

どうして左手の指でもできるようになっ

たのでしょうか」。人々は“神の指”に尋

ねました。“神の指”は笑いながら答えま

した。「きっと奇跡を行なう力は人の指の

内にではなく、善を行ないたい人の心の

中にあるのだと思います。しかし『右の手

のすることを左の手に知らせてはならな

い』（参照：マタイ 6,3）と言われている

ので、多分そのために左手の指でもでき

る事を知らなかったのでしょう」。“神の

指”は答えました。それから“神の指”は

神に召されるまで、以前のように、大勢の

人の幸せのために自分の心を尽くし続け

ました。 

 神は私たちの幸せを望んでいるので、

一人ひとりにそれぞれの恵みを与えてく

ださいます。驚くべき奇跡のようなもの

でなくても、神が与える恵みは私たちの

幸せを作り出すのに十分です。「慈しみ深

い神の右の手が短くて救えないのではな

い。主の耳が鈍くて聞こえないのでもな

い」（参照：イザヤ 59,1）からです。昔

と同様、石の板に十戒を刻んだ神の指は、

今も、そしてとこしえに不思議な業を行

い続けています。しかし奇跡を実現する

力は、神の指にあるのではなく私たちの

幸せを強く望む神の心の中にあります。

人を批判する自分の人さし指を切り落と

し、私たちも全ての人の幸せを強く望む

心を持つように務めましょう。

 

 

青 少 年 委 員 会 

モーゼ TT 
 

以前、知り合いの神父様が次のように言っておられました。「聖書の勉強だけでは人

は教会に来ないよ。」 

善沢さんから青少年委員会の委員長を引き継ぎました。教会に来る子どもたちの数

は減っています。でもこの状態は何も北須磨教会に限ったことでありません、他の小

教区でも同じです。私が子どもの頃は第 2 次ベビーブームと呼ばれ、1 学年に６～７

クラスありましたが、現在では、近隣の小学校の児童数は 1 学年当たり 1 クラスか 2

クラスです。私たちはついつい一昔前と同じイメージで教会学校の理想像を求めがち

ですが、もしかしたら、今はもっと違う考え方が必要な時代なのかも知れません。大

したことはできないかも知れませんが、どうぞ皆様のご協力をよろしくお願いいたし

ます。 
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☆11 月 24 日北須磨カフェへのお誘い☆ 
 

みなさん社会活動委員会で行われてい

る、炊き出しボランティア活動について、 
 

１、いつ始まったのでしょう？ 

２、炊き出しのごちそうは何でしょう？ 

３、どこへどのように運んでいるので 

しょう？ 
 

そうです知っているようで知らないで

すよね。 

今回は長年炊き出しボランティア活動

に携わって来られた方々に教わりながら

炊き出し体験をして頂きます。 

皆でワイワイ賑やかに楽しく、おいし

いカフェを企画致しました。 

特別ゲストとしてカトリック社会活動

神戸センターの山野 真実子さんをお呼

びし有意義なお話も伺うことが出来ます。  

沢山の方々の参加をお待ちいたしてお

ります。 

 
 

 
 

☆セントポール書籍販売☆ 
 

１１月１７日（日）ミサ後、1階ロビー

にてサンパウロ大阪宣教センターの書籍

販売があります。この機会に書籍、手帳、

カレンダーなど必要なものをお求めくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月日 主日 司式 先唱者 オルガン 聖書朗読 答 唱 共同祈願 ミサ準備 聖体奉仕 備考 

11・ 3(日)10:00 

年間第 31 主日 
Fr.高橋 TY TK 

①MS 

②MN 
IT ５地区 

KT 

(洗) TA 
  

11・10(日)10:00 

年間第 32 主日 
Fr.高橋  NS TY 

①MA 

②WH 
WH ６A 地区 

KM 

(洗) TA 
  

11・17(日)10:00 

年間第 33 主日 
Fr.高橋 

(子供ミサ 

担当) 
YM 

①子供担当 

②   〃 
MS ６A 地区 

KT 

(洗) TA 
 

子供の為

に捧げる

ミサ 

（七五三ミ

サ） 11・24(日)10:00 

王であるキリスト 
Fr. 林 NH TK 

①AY 

②TY 
DJ 1・4 地区 

KM 

(洗) TA 
  

お 知 ら せ 評 議 会 よ り  

編 集 後 記 

 

10月は日本で開催のラグビーW杯、

22 日（火）に行われた天皇即位礼、更

には恒例となったハローウィンなど、

お祭りや祝祭の気分が重なります。 

その一方で、大雨や台風などの自然

災害の傷跡が癒えず、まだ日常を取り

戻せない方々が数多くいらっしゃいま

す。そんな中、11 月には教皇フランシ

スコが来日されます。どうか、少し落ち

着きを取り戻し、こころ静かにお迎え

できますように。    （ＧＴＨ） 
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